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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　２月　10日　(火)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　小向　由紀　　記録者 　油津　裕子　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 2/11　１４:３０～南山苑より入所に関して調査があります。スタッフ１人付いて行って下さい。　

〈対象者〉:吉田　光男様、内城　由蔵様、中川原　きよ様、斉藤　数子様、４名

＜患者様連絡事項＞

· 鈴木　サダ様～婦人科処置継続2/16.2/23.3/2（週１回／月曜）次回3／９診察予定

小坂Ｄｒより準備の際、汚れ防止のため処置台のロールシーツの上に新聞紙を敷いておくようにとの事。

· 織田　比佐子様～カマ２.0〈酸化マグネシュウム下剤目的〉処方され、以後定期薬へ　　　　　　　　　　と変更になっています。排泄状況、腹部不快等観察していきましょう。

　

· 谷内　愛子様～リボトリール(0.5)(全身の振戦のため)　3T　３×1　８日分継続、以後定期薬へとなっています。生活状況での観察として、自力で行える範囲、程度、依存性など観察して適切なケアに努めましょう。　

　　

· 瀬川　はな様～ドクマチール(抗精神病薬)飲みきり止め。リスペリドン(1)　(抗精神病薬)２×1　朝夕へ増量　７日分処方。処方変更に伴い、独語、妄想的発言、夜間の睡眠状況など密に観察し、生活の乱れがないよう援助していきましょう。　

· 木ノ下　ツヨ様～けつえき検査の結果、2/11　朝のみ　アマリール1T追加処方。

2/11　昼食前後　夕食前後　血糖チェックの指示でています。低血糖症状観察していきましょう。

　　また、2/12　田名部Ｄｒとご家族（弟様）面談し、今後の眼科受診、手術について等検討予定です。

＜インフルエンザ感染予防策＞～院内感染対策マニュアルより～
他病棟でインフルエンザ疑いの高熱の患者様が発生しています。またスタッフの感染者も増えています。再度インフルエンザの感染対策を確認し、徹底していきましょう。

　　　　　　　　↓
・手洗い･うがいをする。
· 感染疑い時は予防衣･マスク･手袋等着用の事。

· 迅速にインフルエンザテストを行い、早期治療を開始する。
　

（感染症患者様が出た場合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病室～出来れば個室を使用する。

同病者を複数あつめて同一部屋で管理する事も可能。ただし患者間及び面会者(家族のみ)は、少なくとも１ｍ以上離す。必要時以外は病室をでない。　　
清掃～日常清掃一回／日

　　　清掃道具は専用のものを使用する。　

　　　清掃方法はスタンダードプリコーションに準じる。

感染症廃棄物～室内で発生したゴミは分別し、密閉して室内から出す。

　　　スタンダードプリコーションに準じる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







